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論　
　

文

『
奇
談
情
之
二
筋
道
』
に
つ
い
て―

読
本
改
題
本
と
人
情
本―

木　
　

越　
　

俊　
　

介

Shunsuke K
IGO
SH
I

一　

国
会
図
書
館
蔵
『
奇
談
情
之
二
筋
道
』
紹
介

　

国
会
図
書
館
に
『
奇
談
情
之
二
筋
道
』
と
題
さ
れ
る
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

一
見
、
洒
落
本
も
し
く
は
人
情
本
風
の
題
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
細
部
に
わ
た

り
言
及
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
な
の
で
、左
に
簡
単
な
書
誌
を
紹
介
し
て
お
く
。

　

所
蔵　

国
立
国
会
図
書
館
（
請
求
記
号　

一
九
〇
│
一
四
〇
）

　

編
成　

半
紙
本
（
縦
22
・
２
×
横
15
・
５
糎
）　

四
巻
五
冊
（
巻
四
が
上
下
二
冊
）

合
一
冊

　

表
紙　

薄
青
地
に
観
世
水
（
斜
）
と
梅
花

　

題
簽　

中
央　

方
簽
・
竹
の
飾
り
枠
内
に
白
抜
き
で
「
新
梓
／
畫
内
／
話
説
」

　
　
　
　

左
肩　

短
冊
型
の
貼
題
簽
が
あ
る
も
の
の
、
文
字
は
か
す
れ
て
判
読
困

難
。

　

内
題　
「
奇
談
情
之
二
筋
道
第
壱
巻
（
〜
第
四
巻
下
）」

　

著
者　

尚
古
老
人
編
（
見
返
し
）

　

画
師　

渓
斎
英
泉
画
（
見
返
し
）

　

口
絵　

見
開
き
一
丁

　

刊
記　
「
文
政
六
年
癸
未
孟
春
／
東
都
書
肆
／
馬
喰
町
三
町
目　

若
林
清
兵
衛

／
神
田
三
嶋
町　

梅
澤
伊
三
郎
」（
巻
四
下
の
奥
付
）

　

右
刊
記
に
は
「
文
政
六
年
」
と
あ
る
も
の
の
、
本
文
部
の
板
下
の
書
体
は
明
ら

か
に
こ
れ
よ
り
遡
る
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
内
題
は
墨
付
き
の
具
合
か
ら

入
木
で
あ
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
何
ら
か
の
書
の
改
題
で
あ
る
と
の
見
当

が
つ
く
。
結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
本
書
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
刊
の
読

本
『
壺
菫
』
の
改
題
本
で
あ
る
。
よ
り
正
確
に
述
べ
る
な
ら
ば
、『
壺
菫
』
は
既

に
一
度
、
寛
政
九
年
に
『
怪
談こ
の
ご
ろ草
紙
』
と
改
題
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
さ
ら

な
る
改
題
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
壺
菫
』
は
『
初
期
江
戸
読
本
怪
談
集
』（
国

書
刊
行
会
、二
〇
〇
〇
）、『
怪
談

草
紙
』
は
倉
島
節
尚
氏
編
『
近
世
怪
奇
談
』（
古

典
文
庫
五
五
一
、一
九
九
二
）
に
そ
れ
ぞ
れ
翻
刻
・
解
題
が
備
わ
る
の
で
、
適
宜

参
照
さ
れ
た
い
（
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
右
二
作
間
の
改
変
部
分
に
つ
い
て
の
言
及

は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
）。

　

ま
ず
は『
奇
談
情
之
二
筋
道
』と
改
題
し
た
こ
と
に
と
も
な
う
措
置
や
、『
壺
菫
』・

『
怪
談

草
紙
』
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

表
紙
・
題
簽
・
内
題
（
前
述
の
通
り
、
入
木
で
改
変
）
に
つ
い
て
は
前
掲
の
通

り
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、『
二
筋
道
』
に
は
新
た
な
見
返
し
が
付
さ
れ
（『
壺
菫
』

『
怪
談

草
紙
』
は
管
見
に
入
っ
た
諸
本
い
ず
れ
も
見
返
し
な
し
）、
見
返
し
題
と

し
て
「
貞
烈

奇
談

情
之
二
筋
道　

全
四マ

マ

冊
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
「
四
冊
」
と
い
う
の
は
、

実
質
的
に
「
四
巻
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
本
書
は
元
来
「
巻

Introduction to "K
idan-N

asake-no-Futasujim
ichi"



― 29 ―

『奇談情之二筋道』について―読本改題本と人情本―

五
」
に
あ
た
る
部
分
を
「
巻
四
の
下
」
と
改
変
し
、
強
い
て
四
巻
五
冊
と
い
う
構

成
に
し
て
い
る
か
ら
な
の
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
措
置
を
施
し
た
の
か
は
未
詳

で
あ
る
。
ま
た
、
見
返
し
右
上
に
「
尚
古
老
人
編
／
渓
斎
英
泉
画
」
と
あ
り
、
左

下
に
は
「
金
令
閣
」
の
名
が
見
え
、
こ
れ
は
梅
澤
伊
三
郎
の
堂
号
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
た
び
の
主
板
元
は
梅
澤
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

次
に
序
以
下
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
や
や
煩
瑣
に
な
る
の
で
、
次
に
掲
げ
る
表

と
と
も
に
触
れ
て
い
く
こ
と
に
す
る
（
○
印
は
上
の
項
目
に
同
じ
、
斜
線
は
な
し

の
意
を
示
す
）。

壺
菫

怪
談

草
紙

奇
談 

情
之
二
筋
道

序　類
「
怪
史
壺
菫
序
／
…
／
寛
政
甲
寅

二
月
壬
辰　

源
温
故
選
」（
漢
文

序
）

○
（
た
だ
し
、
序
題
を
「
怪
談

草
紙
」
と
改
刻
し
、
年
誌
を

削
去
。

蟻
登
美
・
と
し
ま
の
さ
と
人
に
よ

る
和
文
序

漢
詩
（
半
丁
）

口
絵

見
開
き
一
丁

目次

「
怪
談

草
紙
目
録
」（
一
丁
）

「
奇
談
情
之
二
筋
道
目
録
」

（
半
丁
）

挿　　　　絵

巻
１　

三
ウ
・
四
オ

○

【
差
替
】

　
　
　

九
ウ
・
一
〇
オ

○

巻
２　

三
ウ
・
四
オ

○

　
　
　

九
ウ
・
一
〇
オ

○

巻
３　

三
ウ
・
四
オ

○

【
差
替
】（
図
イ
）

　
　
　

九
ウ
・
一
〇
オ

○

巻
４　

三
ウ
・
四
オ

○

【
差
替
】

　
　
　

九
ウ
・
一
〇
オ

○

【
差
替
】

巻
５　

三
ウ
・
四
オ

○

　
　
　

九
ウ
・
一
〇
オ

○

【
差
替
】

跋
「
後
序
」（「
…
お
の
れ
常
蔭
筆
を

と
り
て
、
か
つ
書
且
絵
か
き
つ
」）
○

奥　　　　付
「
寛
政
六
年
甲
寅
臘
月　

書
肆　

江
都
馬
喰
町
三
丁
目　

若
林
清
兵

衛
」

（
※
後
印　

奥
付
部
の
み
改
刻
）

「
寛
政
七
年
乙
卯
臘
月　

書
林　

皇
都
寺
町
蛸
薬
師
下
ル　

山
本
平

左
衛
門
／
浪
華
心
斎
橋
順
慶
町　

渋
川
与
左
衛
門
／
江
都
馬
喰
町
三

丁
目　

若
林
清
兵
衛
」

【
上
記
後
印
の
さ
ら
な
る
改
刻

か
】

「
寛
政
九
年
丁
巳
正
月
／
書
林

／
江
戸
伊
勢
町
裏
河
岸　

中
山

清
七
／
皇
都
寺
町
蛸
薬
師
下
ル

　

山
本
平
左
衛
門
／
浪
華
心
斎

橋
順
慶
町　

渋
川
与
左
衛
門
／

江
都
馬
喰
町
三
丁
目　

若
林
清

兵
衛
」（
※
上
総
屋
忠
助
板
も

あ
り
）

「
文
政
六
年
癸
未
孟
春
／
東

都
書
肆
／
馬
喰
町
三
町
目

　

若
林
清
兵
衛
／
神
田
三

嶋
町　

梅
澤
伊
三
郎
」

　

ま
ず
序
類
に
つ
い
て
は
、『

草
紙
』ま
で
は
残
存
し
て
い
た
漢
文
序
は
省
か
れ
、

新
た
に
半
丁
の
七
言
絶
句
の
漢
詩
が
付
さ
れ
る
（
こ
の
漢
詩
に
つ
い
て
は
後
述
）。

ま
た
、「
後
序
」
も
省
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
以
下
、
前
二
書
に
は
な
か
っ
た
口
絵
（
薄
墨
使
用
）
を
見
開
き
一
丁
分
新

た
に
付
し
（
図
ア
参
照
）、
続
く
半
丁
は
「
奇
談
情
之
二
筋
道
目
録
」
に
あ
て
る
。

こ
の
目
録
も
全
て
新
た
に
彫
ら
れ
た
も
の
で
、
各
巻
毎
の
内
容
解
説
の
小
文
も
全

【
図
ア
】
口
絵

【
図
イ
】
巻
三
挿
絵
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て
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　

次
に
挿
絵
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
原
書
の
松
樹
斎
常
蔭
（
未
詳
）
に
よ
る
挿
絵

は
全
て
差
替
え
も
し
く
は
削
去
さ
れ
て
お
り
、画
師
は
渓
斎
英
泉
に
変
っ
て
い
る
。

口
絵
は
既
に
触
れ
た
の
で
以
下
挿
絵
に
つ
い
て
記
す
。
前
二
書
で
は
、
各
巻
規
則

的
に
三
ウ
・
四
オ
と
九
ウ
・
十
オ
の
見
開
き
二
丁
分
に
計
十
点
の
挿
絵
が
あ
っ
た

が
、『
奇
談
情
之
二
筋
道
』
で
は
減
少
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
二
に
は
挿
絵

が
全
く
な
く
、
ま
た
巻
一
と
巻
三
に
は
九
ウ
・
十
オ
に
あ
た
る
部
分
の
挿
絵
が
な

く
、
そ
の
前
後
の
丁
付
を
柱
ご
と
改
変
し
て
い
る
も
の
の
、
各
巻
い
ず
れ
も
「
十
」

の
丁
付
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
巻
四
上
に
至
っ
て
、
前
二
作
と
同

じ
箇
所
に
新
た
な
見
開
き
二
丁
分
の
挿
絵
が
あ
る
も
の
の
、
巻
四
下
で
は
こ
れ
ま

で
と
は
逆
に
九
ウ
・
十
オ
の
み
に
挿
絵
が
あ
り
、
そ
の
代
わ
り
今
度
は
「
五
」
の

丁
付
が
失
わ
れ
て
い
る
（
柱
記
に
つ
い
て
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
五
冊
目
は
内

題
に
「
第
四
巻
下
」
と
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、柱
は
「
巻
之
五
」
と
な
っ
て
い
る
）。

　

本
文
に
変
更
は
な
い
が
、
わ
ず
か
に
ル
ビ
を
削
っ
た
り
新
た
に
彫
り
直
し
た
り

し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
『
奇
談
情
之
二
筋
道
』
は
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
国
会
図
書

館
の
み
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
が
、
巻
四
（
上
）
の
み
の
零
本
を
鈴
木
圭
一
氏
が

御
所
蔵
の
旨
を
ご
本
人
か
ら
御
教
示
の
上
御
貸
与
賜
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
触
れ
て

お
き
た
い
。

　

国
会
本
と
鈴
木
本
と
の
相
違
点
は
大
き
く
二
つ
あ
る
が
、
ま
ず
表
紙
と
題
簽
が

異
な
っ
て
い
る
。
鈴
木
本
の
表
紙
は
茶
色
無
地
。
中
央
に
方
簽
と
左
肩
に
短
冊
題

簽
が
あ
る
点
で
は
国
会
本
と
同
一
で
あ
る
も
の
の
、
鈴
木
本
の
方
は
氷
割
れ
の
飾

り
枠
内
に
白
抜
き
で
「
増
補
／
傾マ
マ

草
紙
／
一
別
号
」
と
あ
る
点
が
異
な
る
。
内
題

は
国
会
本
と
同
じ
く
「
奇
談
情
之
二
筋
道
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
傾
草
紙
」

の
名
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
国
会
本
の
方
は
合
一
冊
な
の
で
、
各
巻

の
表
紙
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。た
だ
し
参
考
ま
で
に
、

鈴
木
本
の
方
簽
の
飾
り
（
氷
割
れ
）
は
、先
に
国
会
本
紹
介
の
折
に
触
れ
た
漢
詩
、

口
絵
、
目
録
そ
れ
ぞ
れ
の
匡
郭
の
天
地
等
に
あ
し
ら
わ
れ
る
飾
り
と
一
致
し
て
い

る
。

　

も
う
一
つ
の
相
違
点
は
柱
で
あ
る
。『
怪
談

草
紙
』
改
題
の
折
に
、
も
と
の

柱
題
「
壺
菫
」
は
削
去
さ
れ
、
柱
は
上
部
か
ら
順
に
「
魚
尾
、
巻
数
、
○
丁
付
、

下
部
の
黒
い
長
方
形
」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
『
奇
談
情
之
二
筋
道
』
国
会
本

は
先
述
し
た
丁
付
の
処
理
に
加
え
、
板
心
下
部
の
黒
い
部
分
も
削
っ
て
失
わ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
鈴
木
本
は
こ
の
板
心
下
部
の
黒
い
長
方
形
が
残
存
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

ご
く
自
然
に
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
相
違
点
は
お
そ
ら
く
順
序
と
し
て
鈴
木
本

が
国
会
本
に
先
行
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鈴
木
本
が
零

本
で
奥
付
等
も
分
か
ら
な
い
以
上
何
と
も
言
え
な
い
が
、
改
題
本
で
あ
る
『
奇
談

情
之
二
筋
道
』
に
も
複
数
の
刷
が
あ
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、

仮
に
鈴
木
本
が
国
会
本
に
先
ん
じ
て
刷
ら
れ
た
本
で
あ
っ
て
も
、
英
泉
の
活
動
時

期
を
考
え
る
と
文
政
六
年
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遡
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
）。

二　
『
壺
菫
』
改
題
の
意
味

　
『
壺
菫
』（『
怪
談

草
紙
』）
は
四
半
世
紀
あ
ま
り
の
時
を
経
て
新
た
な
る
意
匠

を
ま
と
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
寛
政
期
の
読
本
が
文
政
期
に
再
び
改
題
さ
れ
る
理

由
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
上
で
、
同
じ
寛
政
期
の
江

戸
読
本
『
菟う

じ
の
そ
の

道
園
』（
寛
政
四
年
板
）
が
文
政
七
年
（
画
工
・
英
泉
）
に
後
印
改

修
（
1
）、『
邂わ

く

逅ら
ば

物
語
』（
寛
政
九
年
板
）
が
文
政
四
年
に
『
奇
談
園
の
梅
』（
画
工
・

英
泉
、
鶴
屋
金
助
・
大
嶋
屋
傳
右
衛
門
板
）
と
改
題
改
修
、
さ
ら
に
は
『
破
几
帳
』

（
寛
政
十
二
年
板
）
が
文
政
四
年
に
『
奇
譚
桃
の
園
』
と
改
題
改
修
（
2
）、
と
い
っ

た
一
連
の
事
実
は
看
過
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
右
は
い
ず
れ
も
半
紙
本
で

あ
る
が
、
中
本
型
読
本
に
つ
い
て
も
、
寛
政
期
の
振
鷺
亭
作
品
の
う
ち
『
教
訓
い

ろ
は
酔
故
傳
』（
寛
政
六
年
刊
）
が
文
政
三
年
に
『
時
代

世
話

建
久
酔
故
伝
』（
序
・
春
水
、
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口
絵
・
英
泉
、
大
坂
屋
茂
吉
・
鶴
屋
金
助
板
）
と
改
題
改
修
、『
風
流
夕
霧
一
代
記
』

が
文
政
五
年
に
『
紀
文

大
尽

全
盛
葉
南
志
』（
画
工
・
英
泉
、
大
坂
屋
茂
吉
・
鶴
屋
金
助
・

美
濃
屋
市
兵
衛
・
加
賀
屋
源
助
・
越
前
屋
長
次
郎
板
）
と
改
題
改
修
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
点
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
文
政
初
期
に
特
有
の
一
つ
の
現
象
と
し
て
広

く
捉
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
（
ま
た
、
こ
の
時
期
は
寛
政
期
の
読
本
に
限
ら
ず

改
題
や
再
印
・
改
刻
そ
の
も
の
が
盛
ん
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
の
点
は
今

後
さ
ら
に
調
査
し
て
き
た
い
）。

　

た
だ
少
な
く
と
も
『
情
之
二
筋
道
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
右
の
う
ち
と
り
わ
け

『
邂
逅
物
語
』
改
題
や
中
本
型
読
本
の
ケ
ー
ス
と
の
共
通
項
が
多
く
見
ら
れ
る
。

画
工
が
英
泉
と
い
う
点
は
『
菟
道
園
』
改
修
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、

『
壺
菫
』
や
『
邂
逅
物
語
』
は
と
も
に
長
編
構
成
で
あ
り
（
右
の
う
ち
『
菟
道
園
』

『
破
几
帳
』
の
み
短
編
奇
談
集
）、
こ
の
二
作
の
改
題
に
お
け
る
「
奇
談
＋
洒
落
本

風
の
題
」と
い
う
傾
向
も
似
通
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
内
容
に
注
目
す
る
と
、『
壺
菫
』

は
か
な
り
情
話
的
要
素
の
強
い
作
品
で
あ
り
、
中
本
型
読
本
二
作
は
世
話
読
本
と

言
う
べ
き
内
容
、
そ
し
て
『
邂
逅
物
語
』
は
そ
れ
ほ
ど
情
話
が
か
っ
た
作
品
と
は

い
え
な
い
が
、少
な
く
と
も
複
数
の
男
女
の
「
邂
逅
」
を
話
の
主
筋
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
改
題
時
の
書
肆
は
異
に
す
れ
ど
、
同
傾
向
の
改
題
も
の
と
見
て
よ
い
と

思
わ
れ
る
。
以
下
し
ば
ら
く
『
情
之
二
筋
道
』
に
つ
い
て
、
内
容
面
に
即
し
な
が

ら
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
『
壺
菫
』
と
い
う
物
語
の
内
容
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
す
れ
ば
、
遊
女
・
勝
浦
と

深
く
契
り
を
交
わ
し
た
男
主
人
公
・
平
次
郎
が
、
主
家
の
女
性
・
お
舟
と
の
縁
談

を
も
ち
か
け
ら
れ
る
。
平
次
郎
は
勝
浦
を
思
い
つ
つ
も
お
舟
と
の
縁
談
が
進
み
、

こ
れ
に
嫉
妬
し
た
勝
浦
は
狂
い
死
に
、
幽
霊
と
な
っ
て
平
次
郎
の
妻
と
な
っ
た
お

舟
を
も
殺
す
、
と
い
う
、
奇
談
な
が
ら
か
な
り
情
話
が
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。
本

作
品
の
物
語
や
文
体
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
初
期
江
戸
読
本
怪
談
集
』
の

大
高
洋
司
氏
に
よ
る
解
題
や
三
浦
一
朗
氏
「『
壺
菫
』
考
」（
3
）
に
詳
し
い
。
寛
政

後
期
の
江
戸
読
本
に
主
情
的
な
作
風
を
持
つ
も
の
が
い
く
つ
か
散
見
さ
れ
る
こ
と

は
既
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
4
）、
私
見
で
は
こ
の
『
壺
菫
』
は
そ
う
し
た
作

品
群
に
先
立
ち
、
し
か
も
一
連
の
流
れ
と
は
別
に
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る

（
5
）。『
壺
菫
』
は
江
戸
に
お
け
る
長
編
読
本
の
最
初
期
に
位
置
す
る
作
品
で
あ
る

が
、『
怪
談

草
紙
』
改
題
の
折
は
そ
の
怪
異
性
に
、『
奇
談
情
之
二
筋
道
』
の
折

は
そ
の
情
話
の
部
分
に
そ
れ
ぞ
れ
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
と
言
え
よ
う（
も
っ
と
も
、

後
者
に
も
「
奇
談
」
と
い
う
語
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
一
方
で
怪
談
も
の
・
読

本
と
い
っ
た
路
線
を
も
視
野
に
収
め
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
）。

　

こ
の
こ
と
は
改
題
に
際
し
て
新
た
に
付
さ
れ
た
扉
部
の
漢
詩
に
も
反
映
さ
れ
て

い
る
。
く
だ
ん
の
漢
詩
は
次
に
掲
げ
る
、
唐
代
の
女
性
詩
人
・
劉
媛
（
生
卒
年
不

詳
）
の
「
長
門
怨
」
で
あ
る
。

　

雨
滴
梧
桐
秋
夜
長　
　
　
　
　
　

雨
は
梧
桐
に
滴
り　

秋
夜
長
し

　

愁
心
和
雨
到
昭
陽　
　
　
　
　
　

愁
心
雨
に
和
し　

昭
陽
に
到
る

　

涙
痕
不
知
（
6
）
君
恩
斷　
　
　
　

  

涙
痕
知
ら
ず　

君
恩
の
断

　

拭
却
千
行
更
萬
行　
　
　
　
　
　

千
行
を
拭
却
す
れ
ば
さ
ら
に
万
行

「
長
門
怨
」
と
は
、漢
の
武
帝
か
ら
の
寵
愛
を
失
っ
た
陳
皇
女
の
悲
し
み
を
モ
チ
ー

フ
に
詠
ま
れ
た
詩
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
の
内
容
が
本
作
品
の
勝
浦
に
重
ね
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
こ
の
詩
が
当
時
ど
の
く
ら
い
人
口

に
膾
炙
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
（『
唐
詩
選
』、『
三
体
詩
』

に
見
え
な
い
が
、『
連
珠
詩
格
』
に
は
所
収
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、江
戸
初
期
の
『
寒

川
入
道
筆
記
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
）。
と
も
か
く
、『
情

之
二
筋
道
』
を
開
く
と
ま
ず
目
に
留
ま
る
の
が
こ
の
詩
で
あ
り
、
編
者
な
い
し
は

書
肆
が
こ
れ
に
よ
り
作
中
女
性
の
憂
愁
を
暗
示
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。三　

写
本
も
の
人
情
本
と
の
比
較

　

さ
て
、
鈴
木
圭
一
氏
「
人
情
本
の
型
」（『
近
世
文
芸
』
70
、
一
九
九
九
・
七
）
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に
「
写
本
も
の
人
情
本
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
う
ち
、『
奇
談
情
之
二
筋
道
』
と

類
似
し
た
題
を
持
つ
『
お
高
／
半
次
郎
情
之
二
筋
道
』（
文
政
五
年
序
）
な
る
書

が
見
え
る
。
時
期
的
な
点
か
ら
し
て
も
『
奇
談
情
之
二
筋
道
』
と
何
ら
か
の
関
連

を
持
つ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
幸
い
、
鈴
木
氏
が
御
所
蔵
本
を
御
貸
与

く
だ
さ
っ
た
。
そ
こ
で
内
容
を
比
較
し
て
み
た
の
だ
が
、
字
句
の
一
致
や
ス
ト
ー

リ
ー
上
の
直
接
的
な
影
響
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
鈴
木
氏
前
掲

論
文
に
よ
れ
ば
、『
お
高
／
半
次
郎
情
之
二
筋
道
』
は
刊
本
『
婦
女
今
川
』
前
編

の
底
本
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）。
梗
概
を
前
掲
論
文
か
ら
引
用
す
る
。

　
　

本
町
辺
の
生
薬
屋
ひ
い
ら
ぎ
屋
の
お
高
は
麹
町
の
半
治
郎
に
嫁
ぐ
。
半
治
郎

は
本
家
筋
の
娘
な
の
で
う
と
み
相
手
に
し
な
い
。
お
高
は
実
家
に
戻
る
が
ひ

た
す
ら
半
治
郎
を
思
う
。
ま
た
兄
や
両
親
を
次
々
に
失
い
継
母
に
虐
め
ら
れ

る
。
半
治
郎
は
通
じ
て
い
た
家
の
女
性
（
お
舟
…
木
越
注
）
に
も
嫌
気
が
さ

し
追
い
出
し
、
吉
原
で
放
蕩
し
芸
者
お
峯
を
亀
井
戸
に
囲
う
。
そ
こ
は
お
高

叔
母
の
隠
居
所
隣
で
両
人
再
会
。
お
高
の
誠
意
と
お
峯
ら
の
取
り
持
ち
で
め

で
た
く
結
ば
れ
家
栄
え
子
孫
繁
栄
め
で
た
し
。

お
そ
ら
く
両
者
は
無
関
係
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
興
味
深
い
の
は
、
偶
然
で
は
あ
れ

両
作
品
と
も
末
尾
近
く
で
、
結
ば
れ
た
男
女
に
対
し
も
う
一
人
の
女
性
が
怪
奇
的

な
趣
向
で
絡
ん
で
来
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
『
奇
談
情
之
二
筋
道
』
は
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
遊
女
・
勝
浦
の
幽
霊

が
お
舟
を
と
り
殺
す
。
対
し
て
『
お
高
／
半
次
郎
情
之
二
筋
道
』
の
方
で
は
、
半

次
郎
が
そ
れ
ま
で
疎
ん
で
い
た
お
高
と
よ
り
を
戻
し
、
半
次
郎
を
思
い
続
け
て
い

た
お
高
は
彼
と
の
添
い
寝
に
幸
せ
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
折
に
い
つ
も
悪
夢
を

見
る
の
で
あ
る
。
少
し
引
用
し
て
み
よ
う
。

　
　

お
高
「
ハ
イ
左
様
な
ら
お
先
へ
ふ
せ
り
ま
す
。
御
め
ん
遊
せ
」
と
先
へ
寝
る
。

半
次
郎
は
枕
元
に
本
を
み
て
い
る
。
し
ば
ら
く
し
て
い
つ
も
の
ご
と
く
ま
た

う
な
さ
れ
、
さ
も
く
る
し
そ
ふ
に
声
立
る
故
「
お
高

く
」
と
ゆ
り
お
こ
せ

ば
、
惣
身
ひ
へ
氷
り
物
も
い
わ
ず
く
る
し
む
ゆ
え
、
例
の
湯
を
の
ま
せ
色

く
か
い
ほ
ふ
す
れ
ど
も
う
つ

く
と
し
て
口
も
き
か
ず
。

そ
し
て
半
次
郎
が
お
高
に
う
な
さ
れ
る
訳
を
問
い
詰
め
る
と
、「
お
舟
が
来
て
い

じ
め
る
夢
を
見
」
て
の
こ
と
だ
と
明
か
す
。

　
　

半
二
郎
は
お
か
し
が
り
「
成
ほ
ど
お
め
へ
は
子
供
だ
ぞ
。
そ
ん
な
ば
か
な
、

あ
ん
ま
り
気
が
ち
い
さ
い
か
ら
心
で
心
を
な
や
ま
す
の
だ
。
な
ん
の
お
舟
が

お
め
へ
に
恨
み
が
有
物
か
、
恨
く
ら
い
な
ら
お
れ
を
恨
わ
な
。
麹
町
に
い
た

時
分
の
事
を
お
も
つ
て
ね
る
か
ら
そ
ん
な
夢
を
み
る
の
だ
。
お
れ
が
側
に
い

る
か
ら
何
も
こ
わ
い
事
は
ね
え
と
お
も
つ
て
寝
て
み
な
。
う
な
さ
れ
や
ア
し

ま
い
」
と
色
々
に
い
へ
ば
、
お
高
も
が
て
ん
し
て
お
峯
が
は
な
し
と
い
ゝ
半

次
郎
の
い
ふ
事
を
能
々
お
も
へ
ば
実
に
そ
ふ
い
う
事
も
有
ら
ん
と
気
を
取
直

し
、
半
次
郎
と
一
所
に
寝
て
も
一
向
お
ふ
ね
の
夢
も
み
ず
。
い
つ
の
頃
よ
り

か
半
次
郎
も
う
わ
き
は
や
め
て
お
高
の
み
て
う
あ
ひ
し
（
…
）

結
局
は
お
舟
の
生
き
霊
な
ど
が
原
因
な
の
で
は
な
く
、
半
次
郎
が
諭
し
て
安
心
さ

せ
る
こ
と
で
収
ま
り
、
話
の
上
で
は
二
人
が
さ
ら
な
る
愛
情
・
信
頼
関
係
を
築
く

契
機
と
な
る
挿
話
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四　

人
情
本
と
怪
異

　

で
は
、
板
本
『
情
之
二
筋
道
』
の
情
話
性
と
怪
異
性
の
混
在
は
、
文
政
初
期
の

小
説
界
に
あ
っ
て
違
和
感
を
抱
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
二
つ
の
『
情

之
二
筋
道
』
と
相
似
た
点
を
有
す
る
、
鼻
山
人
（
東
里
山
人
）
作
の
文
政
九
年
板

人
情
本
『
廓
雑
談
』（
渓
斎
英
泉
画
）
と
比
較
し
て
み
た
い
。

　

本
作
品
は
、
艶
蔵
（
逸
麿
）
を
め
ぐ
っ
て
、
女
房
お
り
か
と
花
魁
・
花
里
が
お

互
い
憎
し
み
合
う
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
二
編
上
に
次
の
よ

う
な
場
面
が
見
ら
れ
る
。

　
　
花
里

　
　

ホ
ツ
ト
溜
息
突
な
が
ら
「
ホ
ン
ニ
怖
ひ
夢
を
見
い
し
た
ヨ　
さ
ん

　
　

「
い
つ

そ
悲
し
い
声
を
出
し
て
妄う

な

語さ
れ

な
さ
る
ゆ
へ
わ
た
し
も
目
が
覚
て
肝
を
潰
し
ま



― 33 ―

『奇談情之二筋道』について―読本改題本と人情本―

し
た
、
あ
ん
ま
り
逸
丸
さ
ん
の
事
に
屈
度
し
て
彼
是
と
苦
労
な
さ
る
ゆ
へ
そ

こ
で
お
も
ふ
事
夢
に
見
る
ト
、
そ
ん
な
に
夢う

な

鬼さ
れ

も
な
さ
る
の
だ
、
夢
は
五
臓

の
煩
ひ
と
申
ま
す
か
ら
ず
い
ぶ
ん
気
保
養
を
し
て
煩
は
ね
へ
や
う
に
し
な
さ

る
が
い
　ゝ
花

　

「
お
あ
り
難
ふ
お
ざ
り
い
ずマ

マ

、
逸
ま
ろ
さ
ん
の
事
も
今
じ
や

ア
苦
労
に
も
致
し
い
せ
ん
が
ホ
ン
ニ
ぬ
し
の
お
つ
せ
へ
す
通
り
お
も
ふ
事
夢

に
見
る
ト
ア
ノ
お
り
か
さ
ん
の
悋
気
深
ひ
心
か
ら
此
方
の
事
が
知
た
な
ら
さ

ぞ
気
を
お
揉
な
ん
せ
う
と
そ
の
事
ば
か
り
思
ツ
て
居
た
せ
へ
か
た
つ
た
今
お

り
か
さ
ん
が
爰
へ
た
づ
ね
て
お
出
な
ん
し
て
段

く
の
怨
み
つ
ら
み
わ
つ
ち

も
今
更
隠
す
に
も
か
く
さ
れ
ね
ば
何
ニ
も
か
も
う
ち
明
ケ
て
是
も
矢
張
悪
縁

で
お
ざ
り
い
せ
う
、
お
か
み
さ
ん
の
あ
ら
つ
し
や
る
事
も
随
ぶ
ん
承
知
で
迷

ツ
た
の
が
ホ
ン
ニ
因
果
で
お
ざ
り
い
す
世
間
の
義
理
も
捨
て
し
ま
ひ
親
へ
の

ふ
孝
も
覚
悟
し
て
か
う
し
て
居
り
イ
す
心
根
を
可
愛
想
だ
ト
お
ぼ
し
め
し
遠

目
に
見
て
居
て
下
さ
り
ま
し
ト
泪
な
が
ら
に
詫
言
し
た
ら
、
エ
ゝ
こ
ゝ
な
胴

欲
も
の
め
面
を
見
る
の
も
怨
め
し
い
ト
お
言
な
ん
ス
口
が
耳
ま
で
裂
、
目
は

釣
上
り
て
そ
れ
は

く
怖
し
い
顔
色
、
わ
つ
ち
が
胸
さ
き
へ
喰
付
な
ん
し
た

や
う
に
お
も
は
れ
て
目
が
覚
イ
し
て
も
い
つ
そ
胸
が
ド
キ

く
致
し
い
す　

さ
ん

　
　

「
そ
り
や
ア
お
ま
へ
の
ふ
が
い
な
い
心
か
ら
気
で
気
を
病
と
い
ふ
も
ん

で
ご
ざ
り
ま
す

　

ま
る
で
写
本
『
情
之
二
筋
道
』
前
掲
場
面
の
反
復
で
あ
る
が
、実
は
『
廓
雑
談
』

で
は
「
ふ
が
い
な
い
心
」
か
ら
起
こ
る
気
の
病
な
ど
で
は
な
く
、
直
前
の
前
編
下

に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

い
つ
と
な
く
女
ば
う
お
り
か
も
此
事
を
く
わ
し
く
知
り
て
胸
の
火
の
今
は
燃

立
口
惜
さ
、
男
怨に
く

し
と
お
も
は
ぬ
も
女
子
の
情
の
罪
深
く
只
花
里
を
嫉ね
た

妬ま
し

と

怨
に
迫
る
恨
み
よ
り
、
お
の
れ
安
穏
に
て
置
べ
き
か
今
に
や
思
ひ
知
ら
せ
ん

と
凝
り
塊
り
し
女
の
魂た

ま

神し
ゐ

、
呪の

ろ
い詛

殺
さ
ん
一
念
力
、
食
を
断
身
を
清
め
無
言

の
行
の
丑
満
頃
、
蜜
か
に
忍
ぶ
庭
の
隅
、
身
は
爰
に
あ
る
と
て
も
心
は
通
ふ

黒
介
の
稲
荷
の
祠
へ
立
願
し
て
怨
み
の
一
念
神
力
に
て
お
も
ひ
届
か
せ
た
び

た
ま
へ
と
祈
る
も
冷す
ご
き凄

月
影
に
う
つ
る
姿
も
白
む
く
の
湿
る
夜
露
に
更
て
行

破
軍
の
星
と
諸
と
も
に
傾
く
顔
に
振
乱
す
丈
長
き
黒
髪
も
ア
ラ
無
念
や
と
お

も
ふ
度

く
直
く
と
立
て
暘ひ
ら
めけ

る
先
よ
り
ボ
ツ
ト
燃
出
る
火
は
糸
な
ら
で
百

筋
ば
か
り
立
登
り
て
は
パ
ツ
ト
消
き
え
て
は
後
よ
り
燃
あ
が
る
光
は
青
く
又

赤
く
黄
ば
む
炎
の
照て
ら

く
と
果
は
一
ツ
に
塊
り
て
火
の
玉
と
な
り
ふ
は
り

く
と
大
を
ん
寺
前
の
方
さ
し
て
飛
ゆ
き
し
は
怪
し
と
い
ふ
も
な
か

く
に

身
の
毛
も
弥
立
は
か
り
な
り
。

こ
れ
は
む
し
ろ
、
板
本
『
情
之
二
筋
道
』（『
壺
菫
』）
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
彷

彿
と
さ
せ
る
。

　
　

丑
に
も
な
ら
ん
と
お
も
ふ
頃
、
風
少
し
吹
出
た
り
。
時
雨
は
猶
ふ
り
き
ぬ
る

に
、
枕
の
も
と
の
と
も
し
火
、
消
ん
と
し
て
は
あ
き
ら
か
に
な
り
、
何
と
な

く
、
し
き
り
に
物
す
ご
く
思
は
る
ゝ
に
、
妻
戸
を
あ
け
て
入
く
る
も
の
あ
り
。

「
た
れ
に
か
」
と
み
れ
ば
、
い
と
あ
や
し
き
を
ん
な
、
枕
も
と
を
過
て
、
お

く
へ
い
ら
ん
と
す
れ
ば
、
お
舟
殿
し
き
り
に
を
び
へ
給
ふ
。
御
身
の
う
へ
の

き
づ
か
は
し
さ
に
、
お
そ
ろ
し
と
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
も
う
せ
て
、
御
そ
ば
へ
ま

い
ら
ん
と
を
き
か
へ
れ
ば
、
か
の
女
ふ
り
む
き
て
、
は
た
と
見
た
り
し
顔
の

お
そ
ろ
し
さ
、
何
に
た
と
へ
ん
方
な
く
、
た
ゞ
引
た
て
ら
る
ゝ
や
う
に
お
ぼ

え
て
、
其
ま
ゝ
た
を
れ
絶
い
り
ぬ
。
平
次
郎
は
、
こ
の
ほ
ど
の
つ
か
れ
に
寝

入
た
り
し
が
、
お
舟
殿
の
を
び
え
た
ま
ふ
こ
ゑ
に
お
ど
ろ
き
て
み
れ
ば
、
火

は
消
た
り
。
ゆ
り
を
こ
せ
ど
、
し
と
ゞ
あ
せ
に
な
り
て
、
い
よ

く
わ
な
ゝ

き
給
ふ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
登
場
人
物
の
形
象
が
三
作
品
い
ず
れ
も
異
な
っ
て
い
る
し
、
右
の

板
本
『
二
筋
道
』
で
は
、
勝
浦
の
霊
が
平
次
郎
に
は
見
え
な
い
と
い
う
点
に
単
な

る
復
讐
譚
以
上
の
抒
情
性
が
加
味
さ
れ
、
一
貫
し
て
運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
人
々
の

悲
劇
と
し
て
展
開
す
る
。
こ
れ
に
対
し
『
廓
雑
談
』
の
お
り
か
・
花
巻
の
方
は
泥

仕
合
の
末
、周
囲
の
人
も
巻
き
添
え
に
し
つ
つ
両
者
と
も
死
に
至
る
の
で
あ
り（
板

行
年
か
ら
考
え
て
『
四
谷
怪
談
』
を
意
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
）、
物
語
に
お
け
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る
妬
心
の
扱
い
方
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
平
次
郎
が
出
家
す
る
の
に
対

し
、
逸
麿
は
新
た
に
店
を
開
き
繁
昌
す
る
と
い
う
結
末
の
違
い
や
文
体
の
相
違
な

ど
、作
品
全
体
か
ら
見
れ
ば
右
の
引
用
箇
所
は
表
層
的
な
類
似
に
留
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
鼻
山
人
の
人
情
本
作
品
は
伝
奇
的
要
素
が
強
い
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
の
で
、
こ
の
点
も
差
し
引
い
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
逆
に
言
え
ば
、
少
な
く
と
も
文
政
初
期
の
こ
の
時
期
は
、
奇
談
（
読
本
）

と
（
初
期
）
人
情
本
が
怪
異
や
情
話
性
を
介
し
て
隣
接
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で

あ
り
、
こ
れ
は
後
年
の
『
梅
暦
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
人
情
本
が
定
着
す
る
ま

で
の
過
渡
的
な
現
象
な
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
本
節
で
触
れ
た
三
作
い

ず
れ
も
巷
説
と
の
距
離
の
近
さ
を
感
じ
さ
せ
る
点
（『
廓
雑
談
』
は
安
永
・
天
明

期
の
実
話
が
元
で
あ
る
）
が
、
よ
り
本
質
的
な
類
似
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

ま
と
め

　

筆
者
が
興
味
を
覚
え
る
の
は
、
二
節
で
見
た
改
題
改
修
本
の
出
現
時
期
が
ち
ょ

う
ど
人
情
本
発
生
期
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
印
な
い
し
求
板
し
た
書

肆
は
、
こ
の
時
期
に
男
女
の
出
会
い
・
別
れ
等
を
主
題
と
し
た
作
品
を
あ
る
一
定

の
様
式
の
も
と
に
再
利
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
英
泉
が
絵
を
描
き
、
題
に
雪

月
花
や
「
情
」
な
ど
の
文
字
を
含
む
と
い
っ
た
点
が
文
政
初
期
の
読
者
へ
の
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た
改
題
本
の
あ
り
方
が
人

情
本
の
成
立
過
程
を
考
え
る
上
で
の
一
つ
の
補
助
線
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
人
情
本
成
立
の
中
心
に
は
、
写
本
人
情
本
の
広
ま
り
を
背
景

に
『
清
談
峯
の
初
花
』
や
『
明
烏
後
正
夢
』
な
ど
が
中
本
で
板
行
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
周
辺
に
目
を
向
け
れ
ば
、
中
本
型
読
本
の
後
編
と
し
て
描
か

れ
た
一
部
の
作
品
が
人
情
本
で
あ
る
こ
と
や
（
7
）、
先
に
触
れ
た
中
本
型
読
本
の

改
題
な
ど
、や
は
り
中
本
と
い
う
様
式
が
基
本
線
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
文
政
初
期
と
い
う
過
渡
期
に
お
い
て
は
条
件
次
第
で
半
紙
本
読
本
も
こ
こ

に
加
わ
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
有
力
な
条
件
の
ひ
と
つ
が
巷
説

め
い
た
世
話
性
や
情
話
性
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
時
期
は
こ
う
し
た
要
素

を
求
め
る
機
運
が
前
代
に
増
し
て
高
ま
り
、
写
本
の
板
本
化
、
改
題
改
修
、
そ
し

て
新
作
な
ど
と
様
々
な
形
を
と
り
な
が
ら
一
気
に
顕
在
化
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、江
戸
に
お
け
る
長
編
読
本
の
濫
觴
と
も
言
え
る
『
壺
菫
』
が
、

奇
談
と
は
別
の
力
点
で
読
み
替
え
ら
れ
る
可
能
性
を
備
え
て
い
た
こ
と
は
、
寛
政

期
の
読
本
が
、
い
わ
ゆ
る
後
期
江
戸
読
本
の
定
型
と
い
か
に
異
な
る
方
向
性
を
指

向
し
て
い
た
か
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
１
）
こ
の
点
、
山
名
順
子
氏
「『
圃
老
巷
説
菟
道
園
』
の
挿
絵
に
つ
い
て―

文
政

七
年
の
再
版
本
を
中
心
に―

」（『
近
世
部
会
誌　

第
２
号
』二
〇
〇
七
・
十
二
）

参
照
。

（
２
）
筆
写
未
見
。
近
藤
瑞
木
氏
「
秋
雨
物
語
解
題
」（『
初
期
江
戸
読
本
怪
談
集
』、

国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
）
の
指
摘
に
よ
る
。

（
３
）『
日
本
文
芸
論
稿
』
27
（
二
〇
〇
二
・
一
）。
参
考
ま
で
に
、
氏
は
『
壺
菫
』

が
『
源
氏
物
語
』
夕
顔
の
巻
の
措
辞
を
利
用
し
つ
つ
、
そ
の
原
拠
を
唐
代
伝

奇
「
霍
小
玉
傳
」
と
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る

（
４
）
拙
稿
「
上
総
屋
利
兵
衛
の
読
本
出
板
」（『
読
本
研
究
新
集
』
第
４
集
、
翰

林
書
房
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）。

（
５
）
右
拙
稿
の
注
22
。

（
６
）「
知
」
の
字
を
用
い
る
の
は
例
外
的
で
、一
般
に
は
「
学
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
７
）
例
え
ば
、
梅
暮
里
谷
峨
作
『
江
戸
堅
木
浪
華
梅
』（
文
政
五
年
板
）
の
後
編

は
『
園
の
曙
』（
文
政
七
年
板
）
と
い
う
明
ら
か
な
人
情
本
で
あ
る
。
も
と



― 35 ―

『奇談情之二筋道』について―読本改題本と人情本―

よ
り
、
文
化
期
後
半
か
ら
文
政
初
期
に
か
け
て
の
中
本
型
読
本
が
人
情
本
と

重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
は
髙
木
元
氏
「
中
本
型
読
本
の
展
開
」（『
江
戸
読

本
の
研
究
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
五
）
な
ど
に
指
摘
が
あ
る
。

　

御
所
蔵
資
料
を
快
く
御
貸
与
く
だ
さ
っ
た
鈴
木
圭
一
氏
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

本
稿
は
、
京
都
近
世
小
説
研
究
会
二
〇
〇
七
年
五
月
例
会
お
よ
び
同
年
七
月
国

文
学
研
究
資
料
館
「
近
世
後
期
小
説
の
様
式
的
把
握
の
た
め
の
基
礎
研
究
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
共
同
研
究
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
御

教
示
を
賜
っ
た
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
研
究
は
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費
（
若
手
研
究
）
に
よ
る
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。

（
日
本
近
世
文
学
）
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Introduction to "Kidan-Nasake-no-Futasujimichi"

Shunsuke KIGOSHI

This paper introduces "Kidan-Nasake-no-Futasujimichi"(published in 1823) and proves that it is based on 

"Tsubosumire"(1794).
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